
まもる（ルール・マナーの啓発） はしる（通行環境） とめる（駐車環境）

自転車利用環境推進方針を策定自転車利用環境推進方針を策定
ルール・マナーを守って安全に
　　　　　　自転車の利用を
ルール・マナーを守って安全に
　　　　　　自転車の利用を

▲自転車を安全快適に利用できるまちを目指します

▲スタントマン活用自転車安全教室の様子

▲自転車通行空間の例
　(自転車専用通行帯)

▲収容可能台数2000台を誇る豊洲駅地下
　自転車駐車場(平成27年4月開設)

▲車道混在の整備例
　(自転車ナビマーク
　と矢羽根の組合せ)
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区内の自転車通行空間
整備状況
(平成28年1月時点)

区内駅周辺の放置自転車台数等の推移

詳細
4面

策
定

●基本方針
１　切れ目のない自転車ルール・マナーの普及
啓発の推進

　　○スタントマン活用自転車安全教室の対象を
高校生・一般成人へ拡大

　　○自転車安全教室への地域住民の参加
　　○外国人に対する自転車ルール・マナーの普

及啓発

２　自転車事故に備えた保険加入の促進
　　○保険の加入状況に応じた啓発
３　広報を軸とした、様々な手法による普及啓
発の展開

　　○ホームページによる啓発の充実
　　○区職員による啓発の実施

●基本方針
１　自転車駐車場の整備等
　　○駅アクセスを目的とした駐車需要への対応
　　　→自転車駐車場の整備、民間活力の導入
　　○商業施設など特定施設へのアクセスを目的

とした駐車需要への対応
　　　→自転車駐車場附置義務制度の見直し、

施設側による環境整備
２　放置自転車対策の一層の推進
　　○自転車の放置防止、自転車駐車場への誘導
　　○自転車放置禁止区域の指定・見直し
　　○放置自転車の撤去

●基本方針
 ｢広域自転車通行ネットワークの早期構築」
　自転車は「車道が原則、歩道は例外」であること
を踏まえ、「自転車と歩行者の分離」「自転車の車
道通行における安全性確保」を視点とした自転車
通行環境を整備します。
⑴ネットワーク構築の考え方
　○面（駅周辺エリア等）と線（エリア間路線）に

よるネットワークを構築
　○幹線道路や地区主要道
　　路など、約150㎞（区道
　　の約50％）を整備
⑵自転車通行空間の整備
　形態の考え方
　○国のガイドラインに沿
　　って選定
　○車道混在または自転車
　　専用通行帯を中心に整
　　備

●現状 ●現状 ●現状
区内の年齢階層別自転車事故発生件数（平成26年）

整備率は1.6％にと
どまり、連続性に欠
けています。

高校生や一般成人層で事故遭遇率や
違反率が高くなっています。

放置自転車台数は大幅に減少したものの、
いまだに多くの放置自転車がみられます。

　自転車交通量の増加に伴い、利用者
のマナーの改善や、通行空間の整備を
求める声が多く寄せられています。3
月、区は平成28年度からおおむね5年
間を対象期間とする「江東区自転車利
用環境推進方針」を策定しました。今
後、「まもる」「はしる」「とめる」の3つ
の視点から、秩序ある安全で快適な自
転車利用環境の構築を進めます。交通
ルールを守り安全に自転車を利用しま
しょう※方針の全文は区ホームページ
でご覧になれます　　交通対策課交通
係☎3647‒4784、FAX3647‒9287
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●
滞
納
者
に
は
財
産
の
差
押
処
分
も
●

住
民
税
・
軽
自
動
車
税
の

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

「
18
歳
以
上
29
歳
以
下
の
投
票
立
会
人
」

公
正
な
投
票
を
見
届
け
る
経
験
を
募 集

児
童
扶
養
手
当
等
、特
別
障
害
者

手
当
等
の
手
当
額
変
更

児
童
扶
養
手
当
等
は
８
月
、特
別
障
害
者
手
当
等
は
５
月
定
例
払
か
ら

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
レ
ン
タ
ル
、

児
童・幼
児
用
自
転
車
ヘ
ル
メ
ッ
ト

購
入
あ
っ
せ
ん
を
実
施
ぜ
ひ
ご
利
用
を

近
隣
４
区
で
の

相
互
乗
り
入
れ
を
５
月
以
降
も
継
続

近
隣
４
区
で
区
で
の

相
互
乗
り
入
れ
を
５
月
以
降
も
継
続

入
れ
を
５
月

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
実
証
実
験

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
実
証
実
験

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
実
証
実
験

江
東
区
臨
海
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ

イ
ク
ル
は
近
隣
区
（
千
代
田
区
、
中

央
区
、
港
区
）
の
自
転
車
や
サ
イ
ク

ル
ポ
ー
ト
（
専
用
駐
輪
場
）
を
相
互

に
利
用
で
き
る
「
4
区
相
互
乗
り
入

れ
実
験
」
を
実
施
中
で
す
（
2
月
1

日
〜
4
月
30
日
）。

こ
の
実
験
の
実
績
を
踏
ま
え
、
運

営
方
法
な
ど
を
改
善
し
つ
つ
、
恒
常

的
な
相
互
利
用
に
向
け
た
検
証
を
行

う
た
め
、
5
月
以
降
も
実
験
を
継
続

し
ま
す
。

﹇
実
験
エ
リ
ア
﹈江
東
区
、
千
代
田
区
、

中
央
区
、
港
区

﹇
利
用
方
法
﹈

○
い
ず
れ
か
の
区
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

サ
イ
ク
ル
の
登
録
が
必
要
で
す
。

○
い
ず
れ
か
の
区
で
登
録
済
の
方
は

追
加
の
手
続
き
な
く
、
4
区
の
ど

の
サ
イ
ク
ル
ポ
ー
ト
で
も
自
転
車

の
貸
出
、
返
却
が
で
き
ま
す
。

○
サ
イ
ク
ル
ポ
ー
ト
マ
ッ
プ
等
は
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（
HPhttp

://d
ocom

o -cycle.jp/tokyo -pro
ject/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
利
用
料
金
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

﹇
利
用
・
登
録
方
法
等
に
関
す
る
問
合

先
﹈運
営
事
務
局

�
0
1
2
0（
0
5
3
）5
3
7

HPhttp://docom
o -cycle.jp

/koto/

﹇
実
証
実
験
全
般
に
関
す
る
問
合
先
﹈

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

�（
3
6
4
7
）9
7
1
4

FAX（
3
6
4
7
）9
0
0
9

区
で
は
、
若
い
世
代
の
皆
さ
ん
に
、

選
挙
に
よ
り
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ

く
た
め
、
18
歳
以
上
29
歳
以
下
の
投

票
立
会
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

投
票
立
会
人
と
は
、
投
票
日
当
日

に
投
票
所
で
投
票
事
務
が
公
正
に
行

わ
れ
る
よ
う
見
届
け
る
人
の
こ
と
で
、

体
験
さ
れ
た
方
か
ら
「
貴
重
な
経
験

が
で
き
た
」
と
の
感
想
が
多
く
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

7
月
に
行
わ
れ
る
参
議
院
議
員
選

挙
か
ら
、
選
挙
権
年
齢
が
18
歳
以
上

に
引
き
下
げ
ら
れ
る
予
定
で
す
。
多

く
の
方
か
ら
の
応
募
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

時
参
議
院
議
員
選
挙
：
7
月
の
日

曜（
投
票
日
未
定
）
場
住
所
に
よ
っ

て
投
票
所
が
異
な
り
ま
す
人
区
内

在
住
の
18
歳
以
上
29
歳
以
下
の
有
権

者
（
各
投
票
所
1
人
、
応
募
者
複
数

の
場
合
は
抽
選
）

﹇
報
酬
﹈1
3
、0
0
0
円
（
税
込
）

﹇
事
前
説
明
会
﹈当
選
者
に
対
し
6
月

3
日
（
金
）
午
後
7
時
か
ら
区
役
所

で
実
施
予
定

締
5
月
13
日
（
金
）
必
着

申
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
は
が
き
に
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
記

入
し
、
〒
135
―
8383
区
役
所
選
挙
管
理

委
員
会
事
務
局
へ
※
区
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
申
し
込
み
で
き
ま
す

�（
3
6
4
7
）9
0
9
1

FAX（
3
6
4
7
）9
5
9
2

▲サイクルポート
（専用駐輪場）

平
成
27
年
度
以
前
の
住
民
税
（
特

別
区
民
税
・
都
民
税
）
や
軽
自
動
車

税
を
未
納
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、

延
滞
金
が
加
算
さ
れ
る
ば
か
り
で
な

く
、
財
産
の
差
押
処
分
を
受
け
る
こ

と
に
も
な
り
ま
す
の
で
、
早
急
な
納

付
を
お
願
い
し
ま
す
。
災
害
、
病
気

や
負
傷
、
事
業
に
著
し
い
損
失
を
受

け
た
等
の
理
由
に
よ
り
納
付
が
難
し

い
方
は
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

納
付
が
よ
り
便
利
に

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
・
Ａ
Ｔ
Ｍ
・

ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
を
利
用
し
た
納

付
を
始
め
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
な
お
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ

ー
ド
に
よ
る
納
付
は
パ
ソ
コ
ン
・
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
を
利
用
し
た
も
の

で
あ
り
、
窓
口
で
の
お
支
払
い
は
で

き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
平
成
28
年
度
第

1
期
分
（
6
月
30
日
（
木
）
納
期
限
）

か
ら
の
口
座
振
替
も
こ
れ
ま
で
ど
お

り
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
納
付
方
法

の
詳
細
は
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確

認
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
納
税
課
収
納
推
進
係

�（
3
6
4
7
）2
0
6
3

FAX（
3
6
4
7
）8
6
4
6

猶
予
制
度
の
適
用
も

住
民
税
を
一
括
で
納
付
す
る
こ
と

に
よ
り
、
資
産
や
能
力
等
す
べ
て
を

活
用
し
て
も
な
お
生
活
に
困
窮
す
る

場
合
に
は
、
納
税
を
一
年
以
内
で
先

延
ば
し
で
き
る
猶
予
制
度
（
徴
収
猶

予
・
換
価
の
猶
予
）
が
あ
り
ま
す
。

猶
予
が
認
め
ら
れ
る
と
猶
予
期
間
中

の
延
滞
金
が
減
額
ま
た
は
免
除
さ
れ
、

財
産
の
差
押
え
や
換
価
（
売
却
）
が

猶
予
さ
れ
ま
す
。
換
価
の
猶
予
の
申

請
で
は
、
「
す
で
に
滞
納
と
な
っ
た

住
民
税
等
が
な
い
こ
と
」
や
「
猶
予

期
間
中
に
分
割
納
付
で
き
る
」
等
の

一
定
の
条
件
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

詳
細
は
、
納
税
課
窓
口
で
配
布
し
て

い
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
や
区
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
納
税
課
徴
収
第
一
・
第
二
係

�（
3
6
4
7
）4
1
5
3

FAX（
3
6
4
7
）8
6
4
6

道
路
交
通
法
で
は
6
歳
未
満
の
こ

ど
も
を
自
動
車
に
乗
せ
る
場
合
は
、

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
使
用
を
義
務
づ

け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
13
歳
未
満
の

児
童
・
幼
児
の
自
転
車
乗
車
時
の
ヘ

ル
メ
ッ
ト
着
用
を
努
力
義
務
と
し
て

い
ま
す
。

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

レ
ン
タ
ル
あ
っ
せ
ん

平
成
26
年
の
交
通
事
故
統
計
に
よ

る
と
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
不
使
用

者
の
死
亡
重
傷
率
は
使
用
者
の
約
2

・
1
倍
、
ま
た
、
不
適
正
使
用
者
の

死
亡
重
傷
率
は
適
正
使
用
の
約
6
倍

と
な
っ
て
い
ま
す
。
体
格
に
合
っ
た

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
正
し
く
使
用

し
な
け
れ
ば
、
被
害
を
軽
減
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

区
の
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
レ
ン
タ

ル
あ
っ
せ
ん
事
業
で
は
、
通
常
料
金

よ
り
最
大
25
％
引
き
で
レ
ン
タ
ル
で

き
る
だ
け
で
な
く
、
専
門
業
者
が
ご

自
宅
ま
で
お
伺
い
し
て
無
料
で
取
り

付
け
、
適
切
な
使
用
方
法
を
説
明
し

ま
す
。
ま
た
出
産
前
の
15
日
間
無
料

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
れ
ば
、
母
子
退

院
の
際
す
ぐ
に
使
用
で
き
ま
す
。
乳

児
、
児
童
用
な
ど
計
14
種
を
取
り
そ

ろ
え
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

人
区
内
在
住
の
方

申
電
話
で
（
株
）
愛
育
ベ
ビ
ー

�
0
1
2
0（
3
5
0
）5
4
0

（
一
般
固
定
電
話
）

�
0
4
8（
4
6
9
）2
2
2
1

（
携
帯
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
）

※
区
内
在
住
で
あ
る
こ
と
を
お
伝
え

く
だ
さ
い
。

児
童
・
幼
児
用
自
転
車

ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
あ
っ
せ
ん

平
成
27
年
中
に
区
内
交
通
事
故
で

死
傷
し
た
小
学
生
以
下
の
こ
ど
も
の

う
ち
、
半
数
を
超
え
る
52
・
2
％
が

自
転
車
乗
用
中
で
し
た
。
ま
た
、
自

転
車
事
故
に
よ
る
死
者
お
よ
び
重
傷

者
の
多
く
は
頭
部
損
傷
に
よ
る
も
の

で
す
。
自
転
車
の
幼
児
座
席
に
こ
ど

も
を
乗
せ
る
場
合
も
、
こ
ど
も
自
身

が
自
転
車
に
乗
る
場
合
も
、
ヘ
ル
メ

ッ
ト
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

区
は
、
区
内
の
自
転
車
販
売
店
に

ご
協
力
い
た
だ
き
、
児
童
・
幼
児
用

ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
の
あ
っ
せ
ん
を
行

っ
て
い
ま
す
。
店
頭
価
格
か
ら
の
割

引
や
ポ
イ
ン
ト
付
与
な
ど
の
特
典
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

人
区
内
在
住
の
方

申
下
表
の
あ
っ
せ
ん
事
業
協
賛
店

舗
へ
※
購
入
時
に
区
内
在
住
で
あ
る

と
わ
か
る
も
の
を
ご
提
示
く
だ
さ
い
。

問
交
通
対
策
課
交
通
係

�（
3
6
4
7
）4
7
8
4

FAX（
3
6
4
7
）9
2
8
7

4
月
分
か
ら
下
表
の
と
お
り
手
当

額
が
変
更
と
な
り
ま
す
。
児
童
扶
養

手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当
は
8
月

定
例
払
か
ら
、
特
別
障
害
者
手
当
・

障
害
児
福
祉
手
当
・
経
過
的
福
祉
手

当
は
5
月
定
例
払
か
ら
、
変
更
後
の

金
額
を
振
り
込
み
ま
す
の
で
、
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

こ
の
変
更
は
、
平
成
27
年
平
均
の

全
国
消
費
者
物
価
指
数
が
上
昇
（
対

前
年
比
変
動
率
0
・
8
％
）
し
た
こ

と
に
伴
い
、
法
律
の
規
定
に
よ
り
手

当
額
が
改
定
さ
れ
る
も
の
で
す
。

﹇
児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手

当
の
問
合
先
﹈子
育
て
支
援
課
給
付

係

�（
3
6
4
7
）4
7
5
4

FAX（
3
6
4
7
）9
1
9
6

﹇
そ
の
他
の
手
当
の
問
合
先
﹈

障
害
者
支
援
課
障
害
者
福
祉
係

�（
3
6
4
7
）4
9
5
2

FAX（
3
6
4
7
）4
9
1
0

物価変動に応じた改定による
児童扶養手当および特別児童扶養手当等の手当額（月額）

平成27年度 平成28年度

児童扶養手当 42，000円～9，910円 42，330円～9，990円

特別児童扶養手当（1級） 51，100円 51，500円

特別児童扶養手当（2級） 34，030円 34，300円

特別障害者手当 26，620円 26，830円

障害児福祉手当 14，480円 14，600円

経過的福祉手当 14，480円 14，600円

店名 所在地 電話
（株）シラカワ・サービス 森下1―16―11 3631ー7580
信興産業 白河3―3―14 3641ー6478
（有）葵ホンダ 永代2―31―9 3630―1882
自転車やりんりん門前仲町店 冬木15―9 5639―9211
中野サイクル商会 毛利1―7―1 3631―2506
自転車やりんりん亀戸店 亀戸6―55―17 5836―1901
サイクルセンターニシヤマ 大島4―1―7―1073638―1974
（有）和光輪業商会 大島5―6―12 3681―9221
佐藤自転車店 大島8―42―10 3682―2729
玉田輪店 東砂4―22―8 3644―7737
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凡

例

時
日
時

場
場
所

集
集
合

人
対
象
・
定
員

費
費
用

内
内
容

師
講
師

保
一
時
保
育

締
締
切
日

申
申
込

問
問
合
先

HP
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ｅ
Ｅ
メ
ー
ル

江
東
区
立
全
小・中
学
校
で

江
東
区
立
全
小・中
学
校
で

学
校
公
開

学
校
公
開

江
東
区
立
全
小・中
学
校
で

学
校
公
開

日
常
の
授
業
風
景
等
を
ど
な
た
で
も
参
観

自
宅
の
修
築
工
事
を

　
　
　

お
考
え
の
方
へ

金
融
機
関
へ
修
築
工
事
資
金
の
融
資
を
あ
っ
せ
ん

維
持・管
理
や
建
替
え・改
修
な
ど

管
理
組
合
や
所
有
者
が
抱
え
る
課
題
に
助
言

マ
ン
シ
ョ
ン
に
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
派
遣

第
１
回
区
議
会
定
例
会
終
わ
る

平
成
28
年
度
各
会
計
予
算
な
ど
を
可
決

企
業
の
担
当
者
と
直
接
面
接

亀
戸
地
区「
パ
ー
ト
タ
イ
ム
」

就
職
面
接
会

亀
戸
地
区「
パ
ー
ト
タ
イ
ム
」

就
職
面
接
会

亀
戸
地
区「
パ
ー
ト
タ
イ
ム
」

就
職
面
接
会

4/28（木）

区
立
小
・
中
学
校
で
は
、
開
か
れ

た
学
校
づ
く
り
を
一
層
推
進
す
る
た

め
、
4
月
下
旬
か
ら
7
月
上
旬
に
か

け
て
、
全
校
で
学
校
公
開
を
実
施
し

ま
す
。
保
護
者
や
地
域
の
皆
さ
ん
に

学
校
教
育
へ
の
関
心
を
高
め
て
い
た

だ
く
た
め
、
あ
り
の
ま
ま
の
学
校
生

活
を
公
開
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
各

学
校
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
※

公
開
日
程
は
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

公
開
期
間
中
は
、
ど
な
た
で
も
参

観
で
き
ま
す
。
な
お
、
参
観
の
際
は

次
の
点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
安
全
対
策
上
、
来
校
時
に
は
必
ず

受
付
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

○
参
観
者
は
、
校
内
で
目
印
に
な
る

も
の
を
付
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
当
日
の
時
間
割
等
は
、
来
校
時
に

受
付
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

○
自
動
車
で
の
来
校
は
、
ご
遠
慮
願

い
ま
す
。

問
学
務
課
学
事
係

�（
3
6
4
7
）9
1
7
4

FAX（
3
6
4
7
）9
0
5
3

区
で
は
、
自
宅
の
修
築
工
事
に
際

し
て
金
融
機
関
か
ら
の
融
資
を
希
望

す
る
方
に
対
し
、
居
住
性
の
改
善
を

支
援
す
る
た
め
、
そ
の
あ
っ
せ
ん
を

行
っ
て
い
ま
す
。
高
齢
者
や
心
身
障

害
者
等
の
た
め
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

工
事
、
ア
ス
ベ
ス
ト
（
石
綿
）
除
去

工
事
、
耐
震
改
修
工
事
の
場
合
に
は
、

区
が
利
子
分
の
一
部
ま
た
は
全
額
を

負
担
す
る
こ
と
で
、
金
融
機
関
か
ら

低
利
で
融
資
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

﹇
対
象
物
件
﹈次
の
事
項
が
す
べ
て
当

て
は
ま
る
住
宅

○
区
内
の
住
宅
で
あ
る
こ
と

○
居
住
部
分
の
床
面
積
が
1
7
5
㎡

以
下
で
あ
る
こ
と

○
建
築
基
準
法
上
適
法
で
あ
る
こ
と

﹇
申
込
資
格
﹈次
の
事
項
が
す
べ
て
当

て
は
ま
る
方

○
申
請
者
自
身
が
修
繕
を
行
う
住
宅

に
引
き
続
き
1
年
以
上
居
住
し
て

い
る
こ
と
（
た
だ
し
、
同
居
す
る

予
定
の
親
族
が
修
築
工
事
を
行
う

住
宅
に
引
き
続
き
1
年
以
上
居
住

し
て
い
る
場
合
は
、
申
込
可
）

○
前
年
の
収
入
金
額
が
1
、2
0
0

万
円
以
下
（
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
工

事
の
た
め
の
融
資
の
申
込
者
は
、

8
0
0
万
円
以
下
）
で
、
十
分
な

返
済
能
力
が
あ
る
こ
と

○
特
別
区
民
税
を
滞
納
し
て
い
な
い

こ
と

※
融
資
に
際
し
て
、
指
定
の
保
険
ま

た
は
保
証
制
度
を
利
用
し
て
い
た
だ

く
た
め
、
連
帯
保
証
人
は
不
要
で
す

（
保
険
料
ま
た
は
保
証
料
に
つ
い
て

は
申
込
者
負
担
）。

※
融
資
利
率
を
含
む
融
資
の
条
件
、

必
要
書
類
、
お
申
し
込
み
の
流
れ
等

詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

﹇
取
扱
金
融
機
関
﹈東
京
ベ
イ
信
用
金

庫
、
東
京
東
信
用
金
庫
、
江
東
信
用

組
合
の
区
内
支
店

申
修
築
工
事
に
着
手
す
る
1
か
月

前
ま
で
に
必
要
書
類
を
添
え
て
住
宅

課
住
宅
指
導
係（
区
役
所
5
階
1
番
）

窓
口
で

�（
3
6
4
7
）9
4
7
3

FAX（
3
6
4
7
）9
2
6
8

平
成
28
年
第
1
回
区
議
会
定
例
会

が
、
2
月
24
日
か
ら
3
月
30
日
ま
で

（
会
期
36
日
間
）
開
か
れ
ま
し
た
。

今
回
の
定
例
会
で
は
、
「
平
成
28

年
度
江
東
区
一
般
会
計
予
算
」
な
ど

48
議
案
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
原
案
ど
お
り
可
決
・
同
意
さ
れ

ま
し
た
。

な
お
、
可
決
・
同
意
さ
れ
た
議
案

の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
予
算
案
件
（
8
件
）

「
平
成
28
年
度
江
東
区
一
般
会
計

予
算
」
な
ど

○
条
例
案
件
（
29
件
）

「
江
東
区
情
報
公
開
条
例
及
び
江

東
区
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
」
な
ど

○
契
約
案
件
（
4
件
）

「
江
東
区
立
（
仮
称
）
第
二
有
明

小
・
中
学
校
新
築
工
事
請
負
契
約
」

な
ど

○
そ
の
他
の
案
件
（
1
件
）

「
東
京
都
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
規
約
の
変
更
に
係
る
協
議
に

つ
い
て
」

○
選
任
同
意
案
件
（
1
件
）

「
大
井
哲
爾
氏
の
江
東
区
副
区
長

選
任
同
意
方
に
つ
い
て
」

○
意
見
書
・
決
議
（
5
件
）

「
公
立
学
校
の
施
設
整
備
費
に
関

す
る
意
見
書
」

「
北
朝
鮮
に
よ
る
核
実
験
及
び
ミ

サ
イ
ル
発
射
に
対
す
る
抗
議
決

議
」
な
ど

※
本
会
議
や
予
算
審
査
特
別
委
員
会

（
補
正
除
く
）の
模
様
は
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
中
継
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

問
区
議
会
事
務
局
調
査
係

�（
3
6
4
7
）3
5
4
8

FAX（
3
6
4
7
）0
4
3
0

副副
区区
長長
にに
大大
井井
哲哲
爾爾
氏氏
がが
再再
任任

区
内
の
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組

合
や
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
の
所
有
者
を

対
象
に
（
公
財
）
東
京
都
防
災
・
建

築
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
の
制
度
を

利
用
し
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
派
遣
し

ま
す
。

①
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣

①
―
Ａ
コ
ー
ス
（
講
座
編
）

マ
ン
シ
ョ
ン
の
維
持
・
管
理
、
長

期
修
繕
計
画
等
基
本
的
な
こ
と
に
つ

い
て
、
テ
キ
ス
ト
を
使
い
な
が
ら
ア

ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。

①
―
Ｂ
コ
ー
ス
（
相
談
編
）

個
別
具
体
的
な
相
談
内
容
に
つ
い

て
、
事
前
に
資
料
な
ど
を
提
出
し
て

い
た
だ
き
、
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を

行
い
ま
す
。

②
マ
ン
シ
ョ
ン
建
替
え
・

改
修
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣

②
―
Ａ
コ
ー
ス
（
入
門
編
）

マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
替
え
・
改
修
を

検
討
す
る
た
め
に
必
要
な
法
律
・
税

制
・
公
的
な
支
援
な
ど
に
つ
い
て
ア

ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。

②
―
Ｂ
コ
ー
ス
（
検
討
書
の
作
成
）

マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
替
え
か
改
修
か

の
比
較
検
討
の
た
め
、
検
討
書
（
簡

易
な
平
面
図
や
立
体
図
面
等
、
費
用

概
算
な
ど
理
解
を
促
進
す
る
た
め
の

参
考
資
料
）
を
作
成
し
て
説
明
し
ま

す
。人

区
内
の
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の
管

理
組
合
（
管
理
組
合
設
立
に
向
け
て

結
成
さ
れ
た
区
分
所
有
者
の
任
意
の

団
体
を
含
む
）
お
よ
び
賃
貸
マ
ン
シ

ョ
ン
の
所
有
者
費
無
料
（
テ
キ
ス

ト
代
、
派
遣
申
請
後
に
辞
退
し
た
場

合
に
発
生
す
る
違
約
金
等
は
、
派
遣

申
請
者
の
負
担
）

申
派
遣
希
望
日
の
30
日
前
ま
で
に

管
理
組
合
理
事
長
名
（
管
理
組
合
設

立
に
向
け
て
結
成
さ
れ
た
区
分
所
有

者
の
任
意
の
団
体
の
場
合
は
代
表

者
）
ま
た
は
所
有
者
名
で
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。
派
遣
は
同
一
の
申
請
者

に
対
し
、
同
一
年
度
内
い
ず
れ
か
の

コ
ー
ス
2
回
（
②
―
Ｂ
コ
ー
ス
の
み

1
回
）
ま
で
で
す
。
詳
細
に
つ
い
て

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
住
宅
課
住
宅
指
導
係

�（
3
6
4
7
）9
4
7
3

FAX（
3
6
4
7
）9
2
6
8

2
月
24
日
か
ら
、
会
期
36
日
間
で

開
催
さ
れ
て
い
た
平
成
28
年
第
1
回

区
議
会
定
例
会
の
最
終
日
に
、
区
議

会
は
大
井
哲
爾
副
区
長
の
選
任
に
同

意
、
4
月
1
日
か
ら
引
き
続
き
副
区

長
の
職
に
当
た
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

44
月月
11
日日
付付

パ
ー
ト
タ
イ
ム
就
労
に
か
か
る
合

同
面
接
会
を
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
木
場
と

共
催
し
ま
す
。
今
回
は
、
亀
戸
地
区

を
中
心
に
就
業
場
所
が
あ
る
企
業
10

社
程
度
が
参
加
し
、
そ
の
企
業
の
担

当
者
と
、
直
接
面
接
が
で
き
ま
す
。

※
参
加
企
業
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
木
場

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
HPhttp://t

okyo -hellowork.jsite.m
hlw.g

o.jp/list/kiba.htm
l

）
で
紹
介
し

ま
す
。

時
4
月
28
日
（
木
）
午
後
1
時
半

〜
4
時
（
受
付
は
午
後
1
時
〜
3
時

半
）
場
カ
メ
リ
ア
プ
ラ
ザ
2
階
大

研
修
室
（
亀
戸
2
―
19
―
1
）
人

パ
ー
ト
タ
イ
ム
就
労
を
希
望
す
る
方

費
無
料
内
事
務
・
軽
作
業
系
を

中
心
と
し
た
求
人
企
業
に
よ
る
パ
ー

ト
就
職
面
接
会﹇
持
ち
物
﹈履
歴
書

（
写
真
貼
付
）※
面
接
は
複
数
受
け
ら

れ
ま
す
の
で
面
接
を
希
望
す
る
社
数

分
ご
用
意
く
だ
さ
い
（
コ
ピ
ー
可
）。

申
当
日
直
接
会
場
へ

問
経
済
課
雇
用
推
進
担
当

�（
3
6
4
7
）8
5
8
1

FAX（
3
6
4
7
）8
4
4
2

﹇
求
人
企
業
に
関
す
る
こ
と
﹈

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
木
場
事
業
所
第
一
部

門

�（
3
6
4
3
）8
6
0
5
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※右記の二次元コードからも入れます問区民協働推進担当�3647-8570
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パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
結
果
公
表

男
女
共
同
参
画
K
O
T
O
プ
ラ
ン

ー
改
訂
版
ー
策
定

室内は28℃、ノーネクタイ・室内は28℃、ノーネクタイ・
ノー上着で執務ノー上着で執務
室内は28℃、ノーネクタイ・
ノー上着で執務

夏の節電対策のため夏の節電対策のため
クールビズ実施クールビズ実施

夏の節電対策のため
クールビズ実施
5/1（日）～10/31（月）

江
東
区
観
光
推
進
プ
ラ
ン

江
東
区
観
光
推
進
プ
ラ
ン

(

後
期
後
期) ) 

策
定
策
定

江
東
区
観
光
推
進
プ
ラ
ン

(

後
期) 

策
定

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
結
果
公
表

食品中の放射性物質の
検査結果

区
で
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
を

実
現
す
る
た
め
、
第
6
次
行
動
計
画

「
男
女
共
同
参
画
Ｋ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
プ
ラ
ン

―
改
訂
版
―
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

策
定
に
あ
た
り
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
（
意
見
募
集
）
を
実
施
し
、
56
人

の
方
か
ら
計
66
件
の
意
見
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

計
画
の
全
文
と
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
の
結
果
は
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
開
し
て
い
る
ほ
か
、
男
女
共
同
参

画
推
進
セ
ン
タ
ー
仮
事
務
所
（
江
東

区
文
化
セ
ン
タ
ー
第
11
・
12
会
議
室

内
仮
事
務
所
（
東
陽
4
―
11
―
3
））、

こ
う
と
う
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
区

役
所
2
階
）、
人
権
推
進
課（
区
役
所

4
階
）
と
各
図
書
館
で
閲
覧
で
き
ま

す
。計

画
の
概
要

本
計
画
は
、「
江
東
区
長
期
計
画
」

の
分
野
別
計
画
で
、
国
の
「
男
女
共

同
参
画
社
会
基
本
法
」
お
よ
び
「
江

東
区
男
女
共
同
参
画
条
例
」
に
基
づ

く
計
画
で
す
。
平
成
28
年
度
か
ら
の

5
年
間
を
計
画
期
間
と
し
、
男
女
共

同
参
画
の
推
進
に
関
す
る
施
策
を
総

合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る
も
の

で
す
。
ま
た
、「
女
性
の
職
業
生
活

に
お
け
る
活
躍
の
推
進
に
関
す
る
法

律
」
に
基
づ
く
「
女
性
活
躍
推
進
計

画
」
と
「
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防

止
及
び
被
害
者
の
保
護
等
に
関
す
る

法
律
」
に
基
づ
く
「
配
偶
者
暴
力
対

策
基
本
計
画
」
を
取
り
込
ん
だ
計
画

と
し
て
策
定
し
て
い
ま
す
。

基
本
理
念
と
目
標

「
一
人
ひ
と
り
が
互
い
の
人
権
を

尊
重
し
合
い
、
誰
も
が
そ
の
個
性
と

能
力
を
十
分
に
発
揮
し
て
い
く
社
会

の
実
現
」
を
基
本
理
念
と
し
、
そ
の

実
現
に
向
け
、
次
の
5
つ
の
目
標
を

定
め
て
い
ま
す
。

○
男
女
平
等
意
識
の
向
上
を
図
り
ま

す
○
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
と

女
性
の
活
躍
支
援
を
推
進
し
ま
す

○
様
々
な
活
動
・
分
野
で
の
男
女
共

同
参
画
を
推
進
し
ま
す

○
人
権
を
尊
重
し
、
あ
ら
ゆ
る
暴
力

を
根
絶
し
ま
す

○
行
動
計
画
を
積
極
的
に
推
進
し
ま

す

重
点
課
題
・
施
策

前
記
5
つ
の
目
標
の
下
に
、
10
の

課
題
を
設
定
し
、
そ
れ
を
解
決
す
る

た
め
の
26
の
施
策
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
次
の
4
つ
の
課
題
を
重
点
課

題
と
し
て
位
置
づ
け
、
解
決
に
向
け

積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

﹇
男
女
平
等
の
意
識
づ
く
り
﹈

広
報
紙
や
学
習
事
業
の
充
実
を
図

り
、
性
的
少
数
者
（
性
的
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
）
に
関
す
る
意
識
啓
発
も
視
野

に
入
れ
な
が
ら
、
男
女
平
等
や
男
女

共
同
参
画
に
対
す
る
意
識
啓
発
を
推

進
し
ま
す
。

﹇
働
く
場
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画

と
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の

推
進
﹈

広
報
紙
な
ど
を
通
じ
て
、
女
性
活

躍
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

の
重
要
性
に
つ
い
て
広
く
周
知
啓
発

を
図
り
、
先
進
事
例
の
情
報
提
供
な

ど
企
業
へ
の
働
き
か
け
を
進
め
ま
す
。

﹇
政
策
・
方
針
決
定
過
程
に
お
け
る
男

女
共
同
参
画
の
推
進
﹈

区
の
審
議
会
等
に
お
け
る
女
性
委

員
の
一
層
の
参
画
を
推
進
し
ま
す
。

﹇
Ｄ
Ｖ
の
防
止
と
被
害
者
の
支
援
﹈

若
い
世
代
へ
の
予
防
教
育
を
含
め

た
Ｄ
Ｖ
防
止
の
意
識
啓
発
を
進
め
る

ほ
か
、
相
談
窓
口
の
充
実
や
安
全
確

保
、
自
立
に
向
け
た
支
援
、
関
係
機

関
と
の
緊
密
な
連
携
な
ど
、
被
害
者

へ
の
支
援
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で

寄
せ
ら
れ
た
主
な
意
見
と

区
の
考
え
方
（
抜
粋
）

○
性
的
少
数
者
に
関
す
る
意
識
啓
発

が
入
れ
ら
れ
た
こ
と
を
高
く
評
価

し
ま
す
。
具
体
的
な
施
策
に
期
待

し
て
い
ま
す
。

﹇
区
の
考
え
方
﹈性
的
少
数
者
（
性
的

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
）
に
関
し
て
は
、
無

知
や
偏
見
に
基
づ
く
差
別
解
消
の
た

め
、
ま
ず
意
識
啓
発
事
業
を
実
施
し
、

個
別
具
体
的
な
支
援
策
に
つ
い
て
は
、

社
会
状
況
、
国
や
他
自
治
体
の
動
向

を
注
視
し
な
が
ら
、
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

○
子
育
て
支
援
で
す
が
、
ソ
フ
ト
面

よ
り
も
ハ
ー
ド
面
の
拡
充
が
急
務

だ
と
思
い
ま
す
。
空
き
マ
ン
シ
ョ

ン
や
ビ
ル
を
活
用
し
て
、
復
職
で

き
る
人
数
分
の
保
育
施
設
を
作
っ

て
く
だ
さ
い
。

﹇
区
の
考
え
方
﹈区
で
は
、
平
成
25
年

度
よ
り
待
機
児
童
緊
急
対
策
と
し
て

認
可
保
育
所
の
緊
急
整
備
等
に
取
り

組
み
、2
か
年
で
合
計
2
、0
0
0
を

超
え
る
定
員
確
保
を
行
い
ま
し
た
。

今
後
も
江
東
区
長
期
計
画
に
基
づ
き
、

必
要
な
地
域
へ
の
認
可
保
育
所
の
整

備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

○
Ｄ
Ｖ
等
に
つ
い
て
は
男
女
共
同
参

画
と
い
う
命
題
以
前
の
人
間
的
根

源
的
な
こ
と
で
あ
る
た
め
、
こ
の

よ
う
な
こ
と
に
税
金
を
使
う
必
要

性
を
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。

﹇
区
の
考
え
方
﹈Ｄ
Ｖ
は
、
被
害
者
の

尊
厳
を
著
し
く
傷
つ
け
る
重
大
な
人

権
侵
害
行
為
と
認
識
し
て
お
り
、
そ

の
根
絶
は
重
要
な
行
政
課
題
と
認
識

し
て
い
ま
す
の
で
、
必
要
に
応
じ
て

関
係
機
関
と
も
適
宜
連
携
し
な
が
ら
、

計
画
に
沿
っ
て
施
策
を
実
施
し
て
い

き
ま
す
。

問
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー

男
女
共
同
参
画
担
当

�（
3
6
4
7
）1
1
6
3

FAX（
5
6
8
3
）0
3
4
0

今年も夏期の節電対策として、
区役所では「チーム江東・環境配
慮推進計画」に基づき空調の適
正管理を行います。5／1（日）～
10/31（月）の間、室内温度は原則
28℃、職員はノーネクタイ・ノ
ー上着の軽装で執務を行います
ので、ご理解をお願いします。
ご家庭や職場でも空調の適正管
理にご協力をお願いします。
問 温暖化対策課環境調整係
�3647―6124、FAX5617―5737

区
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
観
光
施
策

へ
の
取
組
み
や
社
会
情
勢
の
変
化
を

反
映
さ
せ
、「
江
東
区
観
光
推
進
プ

ラ
ン
（
後
期
）」（
計
画
期
間
：
平
成

28
〜
32
年
度
）
を
策
定
し
ま
し
た
。

ま
た
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

（
意
見
募
集
）で
は
、
1
7
1
人
の
方

か
ら
2
3
5
件（
再
掲
7
件
を
含
む
）

の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

計
画
の
概
要
お
よ
び
主
な
意
見
と

区
の
考
え
方
は
次
の
と
お
り
で
す
。

計
画
の
全
文
と
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
の
結
果
の
詳
細
は
、
区
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
、
文
化
観
光
課
（
区
役
所
4
階

33
番
）、
こ
う
と
う
情
報
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
（
区
役
所
2
階
）
で
閲
覧
で
き

ま
す
。

計
画
の
概
要

﹇
観
光
推
進
方
針
﹈

「
発
見
す
る
」「
つ
な
ぐ
」「
み
ん

な
で
つ
く
る
」
と
い
う
観
光
推
進
コ

ン
セ
プ
ト
に
基
づ
き
、
4
つ
の
方
針

を
定
め
ま
し
た
。

①
「
江
東
区
な
ら
で
は
」
の
魅
力
を

活
か
し
た
観
光

②
「
区
民
と
と
も
に
つ
く
る
」
観
光

③
国
・
東
京
都
・
広
域
連
携
に
よ
る

観
光

④
「
集
客
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
よ
る
効
果

的
な
観
光

﹇
基
本
施
策
の
体
系
﹈

江
東
区
観
光
の
課
題
に
対
応
す
る

た
め
、
5
つ
の
基
本
施
策
と
そ
れ
ぞ

れ
の
戦
略
を
掲
げ
、
施
策
実
施
後
の

達
成
度
を
測
る
指
標
を
設
定
し
ま
す
。

①
「
魅
せ
る
」
②
「
伝
え
る
」

③
「
交
わ
る
」
④
「
支
え
る
」

⑤
「
進
め
る
」

﹇
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹈

江
東
区
の
魅
力
を
5
つ
の
カ
テ
ゴ

リ
ー
に
分
類
し
、
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
し
て
位
置
づ
け
、
観
光
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

①
「
水
辺
」
②
「
ス
ポ
ー
ツ
」

③
「
食
」
④
「
ア
ー
ト
」

⑤
「
ひ
と
」

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で

寄
せ
ら
れ
た
主
な
意
見
と

区
の
考
え
方
（
抜
粋
）

○
飲
食
店
の
店
先
に
英
語
で
も
メ
ニ

ュ
ー
と
価
格
を
表
示
す
る
こ
と
が

重
要
で
す
。

﹇
区
の
考
え
方
﹈現
在
実
施
し
て
い
る

メ
ニ
ュ
ー
や
看
板
の
多
言
語
化
に
対

す
る
区
内
店
舗
へ
の
補
助
事
業
を
通

し
て
、
外
国
人
観
光
客
の
誘
客
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

○
清
澄
近
辺
は
タ
ク
シ
ー
も
す
ぐ
拾

え
る
便
利
な
場
所
で
す
。
コ
ー
ヒ

ー
や
ス
イ
ー
ツ
を
味
わ
え
る
、
コ

ー
ヒ
ー
の
香
り
が
漂
う
コ
ー
ヒ
ー

街
を
作
り
、
名
所
に
し
た
ら
よ
い

と
思
い
ま
す
。

﹇
区
の
考
え
方
﹈清
澄
白
河
地
区
は
、

カ
フ
ェ
の
街
と
し
て
注
目
さ
れ
て
お

り
、
新
た
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て

Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

○
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
「
歴
史
」

の
魅
力
を
活
か
す
！
を
追
加
し
た

ら
よ
い
と
思
い
ま
す
。
観
光
客
に

と
っ
て
、
歴
史
に
根
ざ
し
た
魅
力

あ
る
江
東
区
が
前
提
に
あ
っ
て
こ

そ
、
「
水
辺
」「
ス
ポ
ー
ツ
」「
食
」

「
ア
ー
ト
」「
ひ
と
」
が
あ
り
ま
す
。

﹇
区
の
考
え
方
﹈ご
意
見
に
も
あ
り
ま

す
よ
う
に
、
歴
史
や
文
化
は
区
の
重

要
な
観
光
資
源
の
ひ
と
つ
で
す
。
基

本
施
策
「
魅
せ
る
」
に
お
い
て
、
江

東
区
の
歴
史
文
化
を
踏
ま
え
、
区
の

魅
力
を
引
き
出
す
ス
ト
ー
リ
ー
を
つ

く
る
旨
を
明
記
し
ま
し
た
。

問
文
化
観
光
課
観
光
推
進
係

�（
3
6
4
7
）3
3
1
2

FAX（
3
6
4
7
）8
4
7
0

区では、区内の店舗で販売されている食品や小
中学校の給食に使用される食材などに含まれる放
射性物質を検査しています。3月は区内流通食品10
サンプルの検査を行い、放射性セシウムは検出さ
れませんでした（検出下限値25ベクレル／kg）。学
校給食用食材については、枝川小、小名木川小、
有明小・中、砂町中の食材各校5サンプルの合計20
サンプルを採取して検査を行い、いずれも放射性
セシウムは検出されませんでした（検出下限値25
ベクレル/kg）。学校給食用食材は、使用する前日
に検査を行っています※詳細は、区ホームページ
をご覧ください［小中学校についての問合先］学務
課給食保健係�3647―9177、FAX3647―9053［その他
測定全般に関する問合先］保健所生活衛生課食の
安全係�3647―5812、FAX3615―7171


